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基礎的電気通信役務の提供に係る交付金及び負担金算定等規則等の一部改正案に関し、別

紙のとおり意見を提出します。 
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別紙 

 

このたびは、「基礎的電気通信役務の提供に係る交付金及び負担金算定等規則等の一部改

正案についての意見募集」に関し、意見提出の機会を設けて頂いたことにつきまして、御礼申し上

げます。以下のとおり、弊社共の意見を述べさせて頂きますので、宜しくお取り計らいの程、お願

い申し上げます。 

 

１． 番号単価の算定方法に係る告示の一部改正案について 

修正番号単価の適用期間を固定すること、及び予測算定対象電気通信番号の総数等の考

え方の導入により、算定方法の精緻化を図ることで合算番号単価と修正合算番号単価の乖離

を小さくすることは、現行のユニバーサルサービス基金制度の枠組みの中においては、ユーザ

への分かりやすさに繋がる見直しであり、望ましいと考えます。 

 

２． 基礎的電気通信役務の提供に係る交付金及び負担金算定等規則の一部改正案について 

今回、交付金の算定について、接続料規則の改正に伴い、LRIC 第 5 次モデルを適用すること

としていますが、一方で、現在既に、接続政策委員会においては、次々期コスト算定のモデルに

ついて、IP- LRIC モデルの導入を含めた抜本的見直しが必要ではないかという議論がなされて

います。接続料においてコスト算定モデルの抜本的見直しが図られる場合、補填対象額の算定

に LRIC モデルを適用しているユニバーサルサービス制度においても、効率的なコストを算出す

るためのモデル見直しについて、速やかに考え方等を整理し結論を得る必要があると考えま

す。 

また、接続料の観点では加えて、き線点 RT-GC 間伝送路コストを「平成 20 年度以降の接続

料算定の在り方について（2007 年 9 月 20 日、電気通信事業部会答申）」において「当分の間の

措置」とした結果、同コストは本来基本料対応コストであるところ、接続料のコストに算入されて

います。昨今の算定対象電気通信番号数の伸びに伴う番号単価の低下傾向も踏まえると、上

記暫定措置の解消について、接続料の議論とあわせた検討を行うことも必要ではないかと考え

ます。 

 

３． 今後のユニバーサルサービス制度の在り方について 

今回の現行制度の枠組みの中における各種改正については、賛同するものですが、今後、

PSTNからIP網へのマイグレーションが本格化することを考えると、旧来のPSTNを利用したサー

ビスのコストが上昇すること及びIP網との二重のネットワークコスト負担が発生すること等が課

題になります。このため、今後のマイグレーションを踏まえたユニバーサルサービスの在り方に

ついて、早期に議論を開始頂くことを要望します。 

 

以上 


